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など、人材育成の課題をお持ちではありませんか？

近年、学習歴やスキルを可視化する  オープンバッジ  が注目を集めています。

本資料では、基礎知識から導入メリット、具体的な活用シーンまでを解説します。

貴社のタレントマネジメントを加速させる第一歩として、ぜひお役立てください。

はじめに 01
社員のスキルを正確に把握したい

研修効果が見えづらい



社員の保有スキルや資格を、人事や経営陣が正確に把握できていない

オープンバッジの解説に入る前に、貴社の人材マネジメントに関する現状をチェックしてみましょう。

以下の項目に1つでも当てはまる場合、オープンバッジの導入が課題解決の糸口になる可能性が高いです。

30秒でわかる！自社の課題チェック 02
自社課題チェックリスト

社内研修を実施しても、受講者のモチベーションが続かない

採用活動において、応募者のスキルの真偽を見極めるのに苦労している

紙の証明書の発行や管理に、多くのコストと工数がかかっている



紙の証明書に代わる、偽造や改ざんが困難な新しい証明方法

教育機関や企業から発行され、ウォレットで一元管理が可能

SNSやメールで簡単に共有でき、電子履歴書にも掲載できる

オープンバッジは、世界共通の技術基準に基づいて発行される  デジタル証明書  です。

バッジの画像データには、資格やスキル、研修修了を証明する情報（メタデータ）が埋め込まれています。

証明書のDX！オープンバッジとは 03

ブロックチェーン技術等により、瞬時に本物か検証できるのが真の価値です。



オープンバッジは、証明する内容に合わせて主に5つの種類に分けられます。

組織の目的に合わせて柔軟に活用できます。

目的別に選べる5つの種類 04
専門スキル

IT技術や社内研修など、
特定スキルの証明

学位・単位・資格

大学の講座修了や、
国家・民間資格の証明

社会的スキル

リーダーシップやウェルネスなど
ソフトスキルの証明

参加・出席・受賞

イベント参加や
コンテスト受賞経験の可視化

本人確認・所属

学生証や社員証など、
偽造が難しいデジタル入館証



導入がもたらす4つのメリット 05
オープンバッジの発行は、学習者の意欲を高めるだけでなく、企業側の管理・採用コストの最適化にも

大きく貢献します。

学習意欲の向上

バッジ獲得の達成感が、
次の学習へのモチベーションに

コスト・業務削減

紙の印刷・発送コストや、
発行に伴う人的作業を軽減

タレントマネジメント

学習管理システム（LMS）等と連携し
スキルを一元管理

採用精度の向上

経歴の自動検証により、
正確なスキル評価を実現



【活用例】企業でのタレントマネジメント 06
実際に企業ではどのように活用されているのでしょうか？

オープンバッジは、人的資本経営やリスキリングを推進する強力なツールとなります。

1.スキルの棚卸し：全スタッフの保有スキルを可視化し、最適配置を実現

＼ 実際の企業での活用例は？
／

【導入事例】株式会社エイジェック様

見えなかったスキルや経験の「棚卸し」に成功！

2.社内資格の価値向上：社内独自の認定資格（「社内DXエキスパート」など）や社長賞をバッジ化し、新たな評価軸に

3.キャリアプラン策定：獲得したバッジを根拠に、社員自ら自律的なキャリアを描く

https://www.digital-knowledge.co.jp/archives/39223/


迷わず進める！導入への3ステップ

オープンバッジの発行は、専用のシステムを活用することで非常にスムーズに始められます。

07

目的と対象者の決定：どの研修やスキルをバッジ化するか（評価軸）を定義01

デザインと条件の設定：バッジの画像を作成し、取得するための条件を設定02

システム登録と発行：LMS等のシステムに設定し、学習者へ案内・自動発行を開始03



まとめ：人材育成の未来を拓く、オープンバッジ

デジタルバッジソリューション・KnowledgeDeliverのご紹介

08
オープンバッジは学習歴とスキルを客観的に証明する次世代のインフラであり、

導入にはバッジ発行機能を持つLMSの活用が近道です。

後編では、さらに信頼性が進化した最新規格  オープンバッジ3.0  について解説します。

貴社に最適な発行システムについては、次ページをご覧ください。



貴社に最適なデジタルバッジソリューション 09
デジタル・ナレッジでは、目的や体制に合わせて選べる4つのデジタルバッジソリューションをご用意しています。

小さく始めたい方から、自社独自のシステムを構築したい方まで、あらゆるニーズに対応可能です。

発行 管理 独自に構築 LMSと連携
Skill+デジタルバッジ発

行サービス
KnowledgeDeliverSkill+

デジタルバッジ
デベロップメント

KnowledgeDeliver
デジタルバッジオプション

手軽にバッジの発行を

スタートしたい企業様向け

スキルのマネジメントまで

一貫して行いたい企業様向け

自社専用のバッジシステムを

ゼロから開発したい企業様向け

既存のLMSと連携して

自動発行を行いたい企業様向け

詳しくはこちら 詳しくはこちら 詳しくはこちら 詳しくはこちら

https://www.digital-knowledge.co.jp/wp-content/themes/dkhp2/product/badgeservice/
https://www.digital-knowledge.co.jp/wp-content/themes/dkhp2/product/skill-plus/
https://www.digital-knowledge.co.jp/wp-content/themes/dkhp2/solution/development
https://www.digital-knowledge.co.jp/wp-content/themes/dkhp2/product/kd/option_kd/kd_digital-badges/


弊社製品のご紹介：KnowledgeDeliver

KnowledgeDeliver （ナレッジデリバー） は、

教材作成、学習、運用管理の3つの機能を標準搭

載したeラーニング統合プラットフォームです。


多彩な教材形式に対応し、マルチデバイスでの学

習をサポートします。

教材作成・学習・運用管理まで、これ1つでオンライン学習環境を整備

動画教材作成も、既存のOffice資料の教材化もWebベースで簡単

従業員一人一人の学習進捗・理解度・獲得スキルを明確管理

従業員がマイページで自身の学習進捗等を確認可能

社内eラーニングだけでなく、外部ウェビナーを含むあらゆる学習履歴

を一元管理

人事データベースや、タレントマネジメントシステムとの連携

次世代の学習証明「オープンバッジ」対応、獲得したスキルを世界標

準で見える化

ニーズに応じた柔軟なカスタマイズ開発

KnowledgeDeliverの特長

10

詳しくはこちら

https://www.digital-knowledge.co.jp/product/kd/


弊社製品のご紹介：KnowledgeDeliverが選ばれ続ける9つの安心

ご要望に合わせたカスタマイズ

人事連携や独自機能など柔軟な

開発が可能。

これ１つで完結

教材作成・学習・管理の必須機

能を標準搭載。

3,000以上の導入実績

企業や学校など圧倒的実績。

専門スタッフが伴走。

年4回以上のバージョンアップ

最新トレンドに合わせ、年4回

の新機能追加を実施。

選べる導入形態

クラウドからオンプレまで要件

に合わせて選択可能。

大規模運用にも対応

数万人規模のアクセスにも耐え

うる強固なサーバー。

安心の運用サポート

導入後も電話やメールで手厚く

フォローします。

万全のセキュリティ対策

脆弱性対策など、高いセキュリ

ティ基準をクリア。

多言語対応

英語や中国語にも対応。

グローバル人材育成に。

11



https://www.digital-knowledge.co.jp/

お電話でのご相談

導入のご相談：050-3628-9240

その他お問い合わせ：03-5846-2131

最後までお読みいただき、誠にありがとうございました。

eラーニングの導入や、効果測定に関するお悩みは、ぜひお気軽にご相談ください。

お問い合わせ・ご相談はこちらまで

お問い合わせフォーム

https://www.digital-knowledge.co.jp/
https://www.digital-knowledge.co.jp/inquiry/
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